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l空間的移動を表す｢動詞+テクル｣｢動詞+
テイク｣LI i i l一 日中対照研究の視点から- 淡江大草専任講師鍾 慈 馨
-.は じめに日本語では､ ｢動詞+テクル ｣とr動詞十テイク｣の形で､話膚 とす
る事物 ･事柄が､空間的 ･時間的又は心理的に､話 し






なってくるo (心理的接近)その顔がみるみるうちに笑顔 にを タ､くO
(心理的遠離)しかし､ ｢動詞+テクル｣ ｢動詞十テイク｣の表現を考察 してみると
､それは動詞及びそのテ形につく ｢クル｣ ｢イク｣ の組み合せによって､空間的移動 ･時間











l. ｢ .ヽ [~ r-
(ーⅠ類動詞 :走る､歩く､出る､泳ぐ､飛ぶ､転がる､寄る､帰る､入る､近
寄る､移る､逃げる､通る--｡ (移動性を
持つ)Ⅱ類動詞 :置く､聞く､休む､泊まる､壊す､知 らせる､残す､洗 う､見る､預
ける､忘れる､飲む-･･｡ (移動性を持た


















･行為に方向性が示される｡即ち､話 し手に動作 ･行為が接近する時に r動詞+テクル ｣
が用いられ､話し手から遠ざかる時に ｢動詞+テイク｣が用いられるIo同じような事柄を
中国語で表現すると移動動詞の後ろに日本語の ｢クル ｣にあたる 〔東)､ ｢イク｣にあたる
〔去〕或いは 〔走〕をつけると､ ｢クル｣や ｢イク｣と同じように､接近する､又は､遠
ざかることを表わすことができる｡したがって､似ている言語形式なので､中国語を母語
とする学習者にはⅠ類動詞の ｢動詞十テクル ｣ ｢動詞+テイク｣表現を理解することには
問題は生じ
ない｡Ⅰ類の動詞と遮って､Ⅱ類とⅢ類の動詞は移動性を持たないもので､テ形の後ろ














本をもらってくる｡〇 いく○子ど を連れて るoO
連れていくO以上の例文から､それぞれの文には二つの動作･行為が並べられていることが観
察できるO例えば､ ｢財布を置いてくる｣の文には ｢財布を置いて｣それから r来
る｣､そして ｢パンを買ってくる｣の文




単に連続 して行われる二つの動作 ･行為であるのに対 して､Ⅲ類の動詞文は､最初の動








｢ 了 _ 5
iZ(1)△ ｢奥さん､どうして品物を置いてきたんですか
｡ ｣〔太太､為什磨把東西放在那婁不傘

















































る中国語の表現には動詞の後ろに ｢クル｣と ｢イク｣に相当する 〔束〕と 〔去〕或い
は 〔走〕を使 うものと使わ
ないものがある｡b.Ⅲ類の動詞文における ｢動詞+テクル｣｢動詞+テイク｣に対応す




為が行われ､そ して､その後ろに続 く rクル｣､ ｢イク｣の動作､行為には問題にさ
れるものとされないものとが
あるからである｡d.Ⅱ類の動詞文に対 し､Ⅲ軒の動詞文の ｢動詞十テクル ｣や ｢動詞+テイク｣に対応す
｢ .ヽ
[~ r- (ー
る中国語表現には､Er類動詞の後ろに日本語の ｢クル｣に相当する 〔東〕や ｢イク｣
に相当する 〔去〕､ 〔恵)の方向補語が使われるo動作主が動作 ･行為を行い､そし
J て目的語であるものがその動作､行為によって､動作主と暫 らく離れないような状態
で話 し手の方に近づく或いは遠ざかる表現には､中国語ではⅢ類の動詞の動作 ･行為





rクル｣と rイク｣に相当する 〔東〕と 〔去〕､ 〔走〕のつくものとつかないものがある
ことは上に挙げた例文で分かる｡それは､中国語話者には､母語の干渉で､日本語の∬類
動詞の ｢動詞+テクル｣｢動詞+テイク｣表現の ｢テクル｣ ｢テイクJを場合によって脱
落する傾向があるからと思われる｡そのため､中質語話者はどのような文脈には､ ｢テク
ル｣ ｢テイク｣を脱落する傾向が見られるか､どのような文脈には ｢テクル｣ ｢テイク｣
を脱落する償向がないか､中国語話者の根底にある認識を明らかにする必要がある｡
(≡)Ⅱ叛動詞の r動詞+テクル｣表現
日本語では動作主がある動作 ･行為を終え､話 し手や聞き手に近づ くような状況を r動
詞+テクル ｣で表現する.-方､日本簿と違って､中国語では､･文脈では動作主がある
動作 ･行為を終え､動作主が話 し手や聞き手に近づくようなことが提示されていても､














線の文は単なる一つの動作 ･行為が完了したと理解 し､ 〔束〕はⅡ類動詞の後ろには現
れない｡ しかし､動作主が何かの理由で来ることを聞き手に知 らせるような場合 となる
と､Ⅱ類動詞の後ろに 〔東〕の動詞が用いられる｡例えば､
(21)○友人とレス トランで食事をしています｡うっかりして､醤油を洋服にこぼ しまし
た｡友人に ｢トイ レで洗ってきます｡J と言いました｡
(22)○同じクラスの友達五､六人とバスケットボールをしている途中､のどが渇きまし
たO友達に ｢軽率物を飲んでき要す,｣ と言いましたO
下線の文はいずれも中国語で 〔東〕を使 うO 〔垂塵二洗､再退室｡〕 〔圭喝頗墾 撃､再
過東｡〕前後の文脈関係から明らかであるように､二つの文とも､ ｢来る｣ことが発話
の重点であり､聞き手が気になるだろうと意識 し､戻ってくることを知 らせるわけで､
｢クル ｣の前に出るⅡ類動詞が表す動作 ･行為は単にどういう状態で ｢来る｣かを説明
する役割をはた している｡例えば､ ｢洗ってくる｣は ｢洗ってからの状態で来る｣､ ｢飲
んでくる｣は ｢飲んでからの状態で来るJということになる｡ したがって､中国語では





がある動作 ･行為を終え､動作主が話 し手や聞き手か ら遠ざかっていくようなことが提
示されていても､動作主が何かの理由で行 くことを話 し手が聞き手に知 らせるような場
合でない限 り､ 〔Ⅱ類動詞+去〕或いは 〔Ⅱ類動詞+走〕の表現を用いる必要はないO



































下線の文はいずれも中国語で 〔去〕或いは 〔走〕 という動詞が用いられる｡例えば､
〔埜昼丁倉見再も 〕 〔請住一宿再走o〕前後の文脈関係から明らか.であるように､二
っの文 とも､ ｢行 く｣ことが発話の重点であり､聞き手が気になるだろうと意識 して､
遠 ざかっていくことを知らせるわけで､Ⅱ類動詞が表す動作 ･行為は単にどうい う状態









日本語 と中国語のⅡ類動詞の ｢動詞+テクル｣｢動詞十テイク｣ 〔動詞十来〕 〔動詞+
去〕或いは 〔動詞+走〕の表現を観察してきた結果､その発話形式を次のようにまとめ




類動詞+束〕､ 〔Ⅱ類動詞+去〕或いは 〔Ⅱ類動詞+走〕の表現において 〔来〕､ 〔去〕
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